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論文内容の要旨
本論文は、多値PCM再生中継系におけるタイミングジッタに関する研究をまとめたものであり、
本文は 5 章から構成されている。
第 l 章では、これまで行なわれてきた PCM再生中継系におけるタイミングに関する研究を概観し、
本論文の目的と地位を明らかにしている。
第 2 章では、多値PCM再生中継器で発生するジッタの連続電力スペクトルを求める新しい手法を
与えている。ここでは伝送される多値符号パルス列はマルコフ符号パルス列であるとし、中継器のタ
イミング回路では波形等化-非線形操作一狭帯域フィルタリングによってタイミング波を作り出すも
のとしている。このとき、タイミング波の位相変調およびタイミングパルスのジッタは、それぞれマ
ルコフ符号パルス列になることにより、それらの電力スペクトルを求める式を得ている。
第 3 章では、第 2 章の方法を用いてジッタの電力スペクトルあるいは、その低周波成分を数値計算
により求め、これらを指標として多値PCM再生中継系のタイミング抽出系の設計について検討し、
種々の定量的設計資料を得ている。さらに定性的傾向として、つぎのことが明らかになったO すなわ
ち多値符号のレベル数が3 以下では抽出系が完全で、あれば低周波ジッタは小さく、レベル数が4 以上
では非線形性によっては大きな低周波ジッタを生ずる。また抽出系の不完全性とくに振幅位相変換効
果と等化波形の非対称性によって一般に低周波ジッタは増加する。この低周波ジッタを抑えるには、
非線形特性を 2 乗整流に近いものを選ぶとともに、タイミング用等化を併用すればよいことがわかっ
た。
第 4 章では、簡単な低域しゃ断伝送路を持つ多値PCM再生中継系について解析し、ジッタの電力
スペクトルの解析的表現式を得ている。さらに、低域しゃ断周波数がパルス繰返し周波数に比べて小
さい場合におけるジッタのスペクトルの低周波での近似式を得て、平衡符号では低域しゃ断はジッタ
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のスペクトルにほとんど影響を与えないことを示し、数値計算によりこれらの結果を確めている。
第 5 章では、本研究で得られた主な結果と今後に残された問題をまとめて結論としている。
論文の審査結果の要旨
本論文にとりあげている問題と、その研究成果を要約すればつぎのようになる。
まず、多値符号パルス列を伝送する PCM再生中継系において発生するタイミングジッタの電力ス
ペクトルを求める問題をとりあげている。この問題に関しては、これまで独立 2値符号パルス列の場
合について考察されていたにすぎず、多値符号パルス列の場合についてジッタの電力スペクトルを求
める有効な手段は与えられていなかった。
本論文では、符号間拘束を持つ多値符号パルス列であるマルコフ符号パルス列の場合でも、容易に
ジッタの電力スペクトルを求められる新しい実用的な子法を与えている。
さらに、現在提案され実用化がはかられている具体的な多値PCM再生中継系に対して、上の新し
い手法を適用し、ジッタの電力スペクトルとくにジッタの累積で問題となるその低周波成分を数値計
算により求めている。そして、これらを指標としてタイミング特性に影響を与えると考えられる符号
構成、等化特性、非線形特性などを定める諸パラメータの種々の組合せについて比較検討し、タイミ
ング抽出系の定量的設計資料および指針を得ている。この問題は、従来、定性的な議論が行なわれて
いたにすぎなかったものである。
さいごに、伝送路が低域しゃ断特性を持つ場合に生ず、るタイミングジッタの電力スペクトルを求め
る問題をとりあげている。この問題は、これまで解析の困難さのために、ほとんどとりあげられてい
なかったが、本論文ではいくつかの仮定のもとに、ジッタの電力スペクトルの解析的表現式を得てい
る。そして適切な近似式によって低域しゃ断の影響を明らかにし、数値計算によってその結果を確か
めている。
以上に述べたように、本論文は多値PCM再生中継系において発生するタイミングジッタの電力ス
ペクトルを求める、新しい手法を与えるとともに、これを用いて定量的検討を行なってタイミング抽
出系の設計に対する資料わよび指針を得ており、さらに伝送路が低域しゃ断特性を持つ場合について
も解析的な結果を得ているなどの研究成果をあげており、電子通信工学に寄与するところが大である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認められる。
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